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第

８

回

「
震
災
対
策

技
術
展
」
大

阪
―
自
然
災

害
対
策
技
術

展
―
（
主
催

＝
「
震
災
対

策
技
術
展
」

大
阪
実
行
委

員
会
）
が
８

月
19
日
か
ら

２
日
間
、
大

阪
市
内
の
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開

催
さ
れ
、
６
６
７
０
人
が
参

加
し
た
。
地
震
や
水
害
な
ど

自
然
災
害
対
策
製
品
・
技
術

に
関
す
る
約
80
ブ
ー
ス
の
展

示
や
、
約
50
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
関
西
２

府
４
県
の
一
部
自
治
体
が
水

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
し
、
災
害
ア
プ
リ
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ

た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
ミ
ヤ
サ
カ
工

業
が
非
常
用
浄
水
器
、
安
藤

ハ
ザ
マ
が
豪
雨
・
地
震
の
複

合
災
害
に
備
え
た
盛
土
強
靭

化
技
術
、
水
都
環
境
サ
ー
ビ

ス
が
水
と
塩
だ
け
で
使
え
る

発
電
機
、
大
井
電
気
が
た
め

池
監
視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

構
造
計
画
研
究
所
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
洪
水
予
測
シ
ス
テ

ム
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
水
土

浄
化
装
置
（
ト

イ
レ
汚
水
循
環

再
利
用
）
な
ど

を
展
示
し
た
。

　

な
お
、
同
趣

旨
の
技
術
展
は

９
月
下
旬
に
仙

台
市
内
、
来
年

２
月
初
旬
に
横

浜
市
内
で
の
開

催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

ミヤサカ工業は非常用浄水器を展示

地震や水害対策製品などが展示
震災対策技術展・大阪

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
70
％
削
減

下
水
道
で
の
高
い
耐
久
性
確
認

中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業
ら

次
世
代
コ
ン
ク
リ
ー
ト「
Ｅ
ｅ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」を
開
発

次
世
代
コ
ン
ク
リ
ー
ト「
Ｅ
ｅ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」を
開
発

　

中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業

は
、
電
力
中
央
研
究
所
お
よ

び
石
炭
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
機
構

と
共
同
で
、
従
来
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
比
べ
製
造
時
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
を
約
70
％
削
減

で
き
る
次
世
代
コ
ン
ク
リ
ー

ト
「
Ｅ
ｅ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」

（
イ
ー
タ
フ
コ
ン
）
を
開
発

し
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
と

し
て
の
量
産
化
技
術
を
確
立

し
た
。
セ
メ
ン
ト
で
は
な
く

産
業
副
産
物
を
原
料
と
し
て

使
用
し
て
お
り
、
低
炭
素
化

社
会
や
循
環
型
社
会
の
形
成

な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
へ

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。
性

能
面
で
は
、
硫
酸
に
よ
る
劣

化
が
あ
る
下
水
道
で
使
用
し

た
場
合
に
従
来
の
セ
メ
ン
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
高
い
耐

久
性
を
示
し
た
ほ
か
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
と
し
て

活
用
で
き
る
こ
と
も
確
認
し

た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
主
原
料

で
あ
る
セ
メ
ン
ト
は
、
そ
の

製
造
過
程
に
お
い
て
多
量
の

Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す
る
こ
と
か

ら
、
環
境
面
を
考
慮
し
た
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
が
少
な
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
開
発
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。「
Ｅ
ｅ
Ｔ
Ａ

Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」
は
、
シ
リ
カ
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
主
成
分
と

す
る
粉
体
と
ア
ル
カ
リ
水
溶

液
を
混
練
す
る
ア
ル
カ
リ
活

性
化
材
料
の
製
造
技
術
を
応

用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
や
高
炉
ス

ラ
グ
微
粉
末
な
ど
の
産
業
副

産
物
を
ア
ル
カ
リ
水
溶
液
と

練
り
混
ぜ
、
蒸
気
養
生
に

よ
っ
て
製
造
す
る
。

　

従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
１

立
方
㍍
の
製
造
に
か
か
わ
る

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
３
２
０
㌔

程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、「
Ｅ

ｅ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」
は
90
㌔

程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
可

能
。
ま
た
、
産
業
副
産
物
を

１
立
方
㍍
あ
た
り
５
０
０
㌔

以
上
も
原
料
と
し
て
有
効
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
、
建
築
基
準
法
が
定
め

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度

の
最
低
基
準
で
あ
る
12
Ｎ
／

平
方
㍉
を
大
き
く
上
回
る
、

60
Ｎ
／
平
方
㍉
以
上
の
高
強

度
を
確
保
し
た
。

　

製
品
の
実
用
性
を
検
証
す

る
た
め
、
工
場
で
製
造
し
た

各
種
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を

一
般
環
境
、
寒
冷
環
境
、
酸

劣
化
環
境
に
設
置
し
、
２
年

間
に
わ
た
り
設
置
後
の
外
観

や
強
度
の
変
化
を
観
測
し

た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の

設
置
箇
所
に
お
い
て
外
観
の

変
状
や
強
度
の
低
下
は
起
こ

西
日
本
支
社
に
防
災
井
戸
設
置

災
害
時
に
生
活
用
水
を
提
供

日
さ
く

　

今
年
創
業
１
１
０
周
年
を

迎
え
た
、
さ
く
井
工
事
な
ど

を
手
が
け
る
日
さ
く（
本
社
：

さ
い
た
ま
市
、
若
林
直
樹
・

代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
名

古
屋
市
に
あ
る
西
日
本
支
社

の
敷
地
内
に
防
災
井
戸
を
設

置
し
、
名
古
屋
市
か
ら
災
害

応
急
用
協
力
井
戸
と
し
て
認

定
さ
れ
た
。
同
市
が
発
行
す

る
「
あ
な
た
の
街
の
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
大
規
模
地
震
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
、
水
道

施
設
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
、
地
域
住
民
に
ト
イ

レ
や
掃
除
な
ど
の
生
活
用
水

と
し
て
井
戸
の
水
を
提
供
す

る
。

　

完
成
し
た
井
戸
に
は
、
同

社
が
製
造
・
販
売
を
手
が
け

る
ベ
ロ
ー
ズ
伸
縮
方
式
を
採

用
し
た
ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
を
使

用
し
て
い
る
。
動
力
源
や
呼

び
水
を
必
要
と
せ
ず
、
地
下

水
位
が
50
㍍
の
井
戸
で
も
揚

水
可
能
で
、
余
計
な
力
を
か

け
る
こ
と
な
く
ハ
ン
ド
ル
を

上
下
さ
せ
る
だ
け
で
揚
水
で

き
る
た
め
、
停
電
時
で
も
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で

も
楽
に
使
用
で
き
る
。

　

西
日
本
支
社
周
辺
地
域
で

井
戸
を
掘
削
し
た
経
験
か

ら
、
地
下

１
７
０
㍍

ま
で
の
地

下
水
に
は

鉄
・
マ
ン

ガ
ン
が
多

く
含
ま
れ

て
い
る
こ

と

が

わ

か
っ
て
い

た
た
め
、

井
戸
水
の

色
や
井
戸
内
の
腐
食
な
ど
を

考
慮
し
、
井
戸
の
深
度
は
地

下
１
９
０
㍍
に
設
定
、
地
下

１
８
０
～
１
９
０
㍍
の
地
下

誰でも楽に使用できるハンドポンプ
で揚水

ナ
ガ
オ
カ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ン
紹
介

発
表
・
交
流
会
を
開
催

大
阪
商
工
会
議
所

　

大
阪
商
工
会
議
所
は
さ
き

ご
ろ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
・
交

流
会
を
、
同
所
内
の
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
開
催

し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｅ
Ｓ

Ｇ
（
環
境
・
社
会
・
企
業
統

治
）
の
概
念
を
取
り
入
れ
た

水
関
連
事
業
で
は
薬
品
を
使

わ
な
い
地
下
水
処
理
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
事
業
で
は
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の

化
学
原
料
精
製
な
ど
を
紹
介

し
た
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
営
業
な
ど
を
積
極
的

に
展
開
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
な

ど
も
説
明
し
た
。

水
の
み
を
揚
水
す
る
構
造
に

し
た
。
水
質
検
査
で
は
、鉄
・

マ
ン
ガ
ン
は
水
道
水
質
基
準

以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

防
災
井
戸
の
設
置
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る

た
め
の
取
り
組
み
で
、
西
日

本
支
社
で
の
設
置
は
本
社
に

続
く
も
の
。
同
社
で
は
「
災

害
時
に
お
い
て
も
地
域
の
一

員
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ

う
、
万
全
の
体
制
を
整
え
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
な
ど
に
つ

い
て
、
７
社
が
提
案
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
ナ
ガ
オ
カ
の

髙髙
原
雄
彦
・
経
営
企
画
室
課

長
は
「
き
れ
い
な
水
、
き
れ

い
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
し

て
講
演
。
自
然
環
境
と
便
利

な
社
会
の
両
立
を
目
指
し
、

ら
ず
、
製
品
と
し
て
十
分
な

耐
久
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
特
に
、
酸
劣
化
環
境

で
あ
る
下
水
道
で
は
高
い
耐

久
性
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
実
構
造
物
の
２
分

の
１
か
ら
３
分
の
１
程
度
の

寸
法
と
な
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
梁
を
約
40
体
作
製

し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

材
と
し
て
の
構
造
性
能
を
試

験
・
検
証
し
た
結
果
、「
Ｅ

ｅ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」
で
つ
く

る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材

は
、
曲
げ
強
度
お
よ
び
せ
ん

断
強
度
と
も
に
従
来
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
と
遜
色

な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。
電

力
中
央
研
究
所
で
実
施
し
た

こ
の
試
験
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
部
材
の
試
験
と
し
て

は
国
内
最
大
規
模
で
、
試
験

内
容
は
同
研
究
所
の
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

同
社
で
は
今
後
、
耐
久
性

や
構
造
性
能
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
、
実
現
場
へ
の

適
用
を
進
め
て
い
く
。

　

川
西
水
道
機
器
は
こ
の
ほ
ど
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
か
ら
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の

認
定
書
を
交
付
さ
れ
た
。
同
社
は
昨
年
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中

小
企
業
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
ケ
ニ
ア
で

「
水
道
施
設
に
お
け
る
無
収
水
対
策
・
管
継
手
導
入
に
係

る
案
件
化
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、「
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
未
給
水
人
口
の
減
少
や

断
水
の
少
な
い
持
続
的
な
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向

け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
基
盤
を
整
備
し
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
を
目
指
し

て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
社
で
は
17
項
目

の
開
発
目
標
の
う
ち「
６
・
安

全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中

に
」「
９
・
産
業
と
技
術
革
新

の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」「
11
・

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
」
の
３
項
目
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
地
で
の
同
社
製
品
の

施
工
の
よ
う
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
認
定

川
西
水
道
機
器

　

ア
ズ
ビ
ル
金
門
は
、
生
産

拠
点
の
一
つ
で
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
部
品
を
製
造
し
て
い

る
ア
ズ
ビ
ル
金
門
原
町
（
福

島
県
南
相
馬
市
）
で
の
使
用

電
力
を
１
０
０
％
非
化
石
燃

料
由
来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
し
た
。

　

今
回
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
に
よ
り
、
ア

ズ
ビ
ル
金
門
原
町
に
お
け
る

ス
コ
ー
プ
１
（
事
業
者
自
ら

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
直

接
排
出
）と
ス
コ
ー
プ
２（
他

社
か
ら
供
給
さ
れ
た
電
気
、

熱
・
蒸
気
の
使
用
に
伴
う
間

接
排
出
）
で
発
生
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
94
・
３
％
の
削

減
が
可
能
と
な
る
。
一
般
的

な
家
庭
用
水
道
メ
ー
タ
ー
の

製
造
工
程
に
お
け
る
１
台
あ

た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
、

１
・
４
６
㎏
―
Ｃ
Ｏ
２

削
減

で
き
る
こ
と
に
あ
た
る
。
ま

た
、
１
０
０
％
非
化
石
燃
料

由
来
の
電
力
を
有
効
利
用

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
さ
ら
に
削
減
す
る
た
め
、

現
在
同
社
で
保
有
し
て
い
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
を
電

気
自
動
車
に
置
き
換
え
る
。

　

同
社
で
は
「
当
社
を
含
む

ア
ズ
ビ
ル
金
門
グ
ル
ー
プ
で

は
、『
本
業
に
よ
る
環
境
課

題
の
解
決
』
と
『
事
業
活
動

に
お
け
る
環
境
負
荷
低
減
』

を
二
本
柱
と
す
る
環
境
経
営

を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に

つ
い
て
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
取
引
先
と
の
協
業

な
ど
を
通
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開
催
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２０２１年（令和３年）９月２日（木曜日）


